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コミュニティ・スクールとしてコミュニティ・スクールとしてコミュニティ・スクールとしてコミュニティ・スクールとして

学校の中庭の紫陽花が一雨ごとに色合いを変えて美しく咲いていま

す。子どもたちは、水泳の授業の最盛期で、プールからは元気のよい

声が水音とともに響いています。

さて、今年度、佐波・国府・牟礼中学校区が「やまぐち型地域連携

教育推進事業」のモデル地域に指定されています。これは中学校区で地域のネットワークを形成し、

学校、家庭、地域が連携・協働することにより、社会総がかりで子どもたちの学びや育ちを見守り、

支援する事業です。

６月15日に開催した学校運営協議会では、やまぐちＣＳ(コミュニティ・スクール)コンダクターの

古江稔様が来校され、この事業の趣旨説明がありました。

本校のコミュニティ・スクールとしての活動は、東福俊明会長をリーダーとして推進していきます

が、佐波中学校との連携もこれまで以上に行っていきたいと思います。活動するためにはいろいろと

課題もありますが、毎年の積み重ねを大切にし、一歩一歩前進したいと思います。

佐波地域の子どもの健全な育ちのために、小中学校・家庭・地域で手をとりあっていけたら幸いで

す。ご理解・ご協力をお願いいたします。

なお、今年度の本校の学校運営協議会委員は次の皆様です。（下線は新規の方です）

【会 長】東福俊明 様（佐波地域青少年育成連絡協議会 顧問）

【副会長】雪村和史 様（佐波地域青少年育成連絡協議会 会長）

【地域コーディネーター】安野博明（佐波公民館 社会教育指導員）

【委 員】岡村康彦 様（佐波地域自治会連合会会長）

藤井清美 様（佐波地域自治会連合会副会長） 山本眞作 様（スポーツ少年団指導者）

木本千恵子 様（放課後子ども教室運営委員長）新田康子 様（佐波地域青少年育成連絡協議会副会長）

徳本明好 様（佐波地域教育後援会長） 髙橋成和 様（ＰＴＡ会長）

内田由香 様（ＰＴＡ副会長） 古屋陽子 様（ＰＴＡ研修部長）

～ 田 植 え の 体 験 ～～ 田 植 え の 体 験 ～～ 田 植 え の 体 験 ～～ 田 植 え の 体 験 ～ ６月２４日（水）

～ めざす学校像 ～

＊元気な学校：元気なあいさつ、声、活気

＊美しい学校：美しい環境、言葉、歌声

＊静かな学校：ルール・マナーの確立、落ち着き

５年生が子ども農業体験学習推進事業として

田植えを体験しました。

事前に水や稲の生育、栽培方法、植え方につ

いて学習していたので、順調にできました。と

はいえ、ぬかるんだ水田に入った時の感動は大

きかったようです。保護者の方も体験や見学に

数多く来られました。最後に、田植機の実演を

見て、作業の早さに圧倒されました。

毎年、防府土地改良区（防府水土里ネット）

の皆様のおかげで田植えの体験できることに感

謝しております。秋の収穫が楽しみです。



～ 自らのよさを輝かせるために ～～ 自らのよさを輝かせるために ～～ 自らのよさを輝かせるために ～～ 自らのよさを輝かせるために ～

本校は、「もっとじっくり自分を見つめ、自らのよさを輝かせることができる学校へ」を今年度の努力点

として掲げています。自分を冷静に評価する力がつけば、友だちのよさを見つけることができますし、互い

にそのよさを認め合うことで、自己肯定感が高まります。友だちや教職員、地域の方々とのかかわりを大切

にしながら、自分のよさを自分自身の力で輝かせることのできる子どもを育てたいと考えています。その具

体策として、２つの取組を実施しております。

【 心の居場所のある学校 】

＊事件や事故の未然の防止････事件や事故が起きてから対応していたのでは、個々のよさを輝かせるこ

とにはなりません。そこで、危険を予想し、また、先を見通し、自分は

どうすべきかを考えるよう指導しています。

＊教育相談活動の充実････毎週、生活アンケートを実施して、小さな変化を受けとめています。教育相

談週間には一人ひとりの子どもとゆっくり会話をする時間をとっています。

【 子どもたちの手による児童会活動の充実 】

＊自治意識の醸成････学級や児童会活動、クラブ活動等で、学校生活を見直し、自分たちの力でよりよ

く改善していく力を育てています。

＊気持ちのよいあいさつ････相手意識を大切にし、気持ちのよいあいさつができるよう指導しています。

～ 防災出前授業・講演会～ 防災出前授業・講演会～ 防災出前授業・講演会～ 防災出前授業・講演会 ６月20日（土）６月20日（土）６月20日（土）６月20日（土）～～～～

教育実習生の紹介教育実習生の紹介教育実習生の紹介教育実習生の紹介

６月下旬に山口学芸大学の

３名の学生が教育実習をしました。本校

の卒業生もおり、とても熱心に取り組み

ました。１年、３年、４年の学級で実習

し、小学校の教員になる夢を強くもった

ようです。10月下旬にも来校して、後期

の実習をします。

学校経営や校長室だよりへの保護者・地域の皆様からのご意見・ご感想をお待ちしております。

（ ）年 児童氏名（ ）

平成21年７月に発生した豪雨災害被害の教訓をふまえ、

防災の理解や自主防災への取組等の意識啓発を図り、生命

尊重への意識を高めるため、市役所の防災危機管理課によ

るご協力のもと、５・６年生対象の防災出前授業・講演会

を実施しました

徳山工業専門学校の目山直樹准教授から映像や実験を通

してわかりやすく説明していただきました。ハザードマッ

プを使った演習では、自宅の安全性を把握できました。地

域の方も約60名参加され、関心の高さがうかがえました。


